システムの拡張と 
コンフイグレ-シヨン 


本装置用に用意されている各種オプションの取り付け/取り外しの手順や作業を行ろ際の注意事項について 
説日月します。システムの拡張後にシステム BIOS の設定を変更する必要がある場合があります。この章でシ 
ステム BIOS 、 ディスクアレイ BIOS (内蔵ハードディスク用）のユーティリティについて操作方法や注意事 
項を説明します。 


作業を始める前に (—160 ページ） . 安全上の注意や取り扱いの際の注意事項につい 

て説明しています。作業を始める前に必ず読ん 
でください。 

取り付け/取り外しの準備(―162ページ） . オプションデパイスの取り付け（または取り外し) 

の準備ができるまでの手順について説0月していま 
す。 

取り付け/取り外しの手順(―164ページ） . オプションデパイスの取り付け（または取り外し) 

の手順について説明しています。 


システム BIOS コンフィグレーション (—182 ベージ ） .....BIOS SETUP ユーティリティを使った本体の入 

出力に関するコンフィグレーションについて説 
明しています。 
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作業を始める前に 

本装置に取り付けられるオプションの取り付け方法および注意事項について記載しています。 


安全上の注意 


安全に正しくオプションの取り付け/取り外しをするために次の注意事項を必ず守ってくだ 
さい。 



金 ㊣ 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示を 
守らないと、人が死亡する、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは 、 Mi 
ページ以降の説明をご覧ください。 

• 自分で分解 • 修理 • 改造はしない 

• CD - ROM ドライブの内部をのぞかない 

• リチウム電池やニッカド電池、ニッケル水素電池を取り外さない 
• プラグを差し込んだまま取り扱わない 



A 注意 


AG 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示を 
守らないと、火傷やけがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。 
詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧ください。 

• 一人で持ち上げない 

參中途半端に取り付けない 

• カバーを外したまま取り付けない 

• 指を挟まない 

• 局温注意 
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取り扱い上の注意 


装置を正しく動作させるために次の注意事項を守ってください。 

• ここで示すオプションの取り付け/取り外しはユーザー個人でも行えますが、この場合の 
装置および部品の破損または運用した結果の影響についてはその責任を負いかねますの 
でご了承ください。本装置について詳しく、専門的な知識を持った保守サービス会社の 
保守員に取り付け/取り外しを行わせるようお勧めします。 

• オプションおよびケープルは NEC が指定する部品を使用してください。指定以外の部品 
を取り付けた結果起きた装置の誤動作または故障/破損についての修理は有料となりま 
す。 

• ここで説明していない部品の取り付けや交換、取り外しをしないでください。説明され 
ていない部品やデパイスの取り付け/取り外し/交換は保守員が行います。 


静電気対策について 


本体内部の部品は静電気に弱い電子部品で構成されています。取り付け/取り外しの際は静 
電気による製品の故障に十分注意してください。 

• リストストラップ(アームパンドや静電気防止手袋など)の着用 

リスト接地ストラップを手首に巻き付けてください。手に入らない場合は部品を触る前 
に筐体の塗装されていない金属表面に触れて身体に蓄積された静電気を放電します。 
また、作業中は定期的に金属表面に触れて静電気を放電するようにしてください。 

• 作業場所の確認 

一静電気防止処理が施された床またはコンクリートの上で作業を行います。 

ーカーぺットなど静電気の発生しやすい場所で作業を行ろ場合は、静電気防止処理を 
行った上で作業を行ってください。 

• 作業台の使用 

静電気防止マットの上に本装置を置き、その上で作業を行ってください。 

• 着衣 

ーウールや化学繊維でできた服を身につけて作業を行わないでください。 

一静電気防止靴を履いて作業を行ってください。 

一取り付け前に貴金属(指輪や腕輪、時計など)を外してください。 

• 部品の取り扱い 

一取り付ける部品は本装置に組み込むまで静電気防止用の袋に入れておいてください。 
一各部品の縁の部分を持ち、端子や実装部品に触れないでください。 

一部品を保管•運搬する場合は、静電気防止用の袋などに入れてください。 
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取り付け/取り外しの準備 


次の手順に従って部品の取リ付け/取り外しの準備をします。 



部品の取り付け/取り外しの作業をする前に準備をします。 


1. 〇 S のシャットダウン処理を行う。 

2. 本体の電源を OFF ( POWER / SLEEP ラン 
プ消灯)にする。 

3. 本体に接続しているすべてのケープルお 
よび電源コードを取り外す。 

以上で完了です。部品の取り付け取り外 
しにはプラスドライパとマイナスドライ 
パが必要です。用意してください。 



取り付け/取り外し後の確認 


オプションの増設や部品の取り外しをした後は、次の点について確認してください。 


• 取り外した部品を元どおりに取り付ける 

増設や取り外しの際に取り外した部品 
やケーブルは元どおりに取り付けてく 
ださい。取り付けを忘れたり、ケープ 
ルを引き抜いたままにして組み立てる 
と誤動作の原因となります。特に、内 
部の部品を取り扱った後は、 FPC ケー 
プルが確実に接続されていて、固定用 
キャップで固定されていることを確認 
してください。また、部品やケーブル 
は中途半端に取り付けず、確実に取り 
付けてください。 
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• 装置内部に部品やネジを置き忘れていないか確認する 

特にネジなどの導電性の部品を置き忘れていないことを確認してください。導電性の部 
品がマザーボード上やケープル端子部分に置かれたまま電源を ON にすると誤動作の原因 
となります。 

• 装置内部の冷却効果について確認する 

内部に配線したケーブルが冷却用の穴をふさいでいないことを確認してください。泠却 
効果を失ろと装置内部の温度の上昇により誤動作を引き起こします。 

• ツールを使って動作の確認をする 

増設したデパイスによっては、診断ユーティリティや BIOS セットアップユーティリティ 
などのツールを使って正しく取り付けられていることを確認しなければいけないものが 
あります。それぞれのデパイスの増設手順で詳しく説明しています。参照してくださ 
し'!。 
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取り付け/取り外しの手順 


次の手順に従って部品の取り付け/取り外しをします。 



ックからの引き出し- 


J \- ドディスクと電源ユニットを除く部品の取り付け/取り外しの作業は本体をラックから 
引き出した状態で行います。 



A 注意 


AG 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示を 
守らないと、火傷やけがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。 
詳しくは、 m ページ以降の説明をご覧ください。 

• カバーを外したまま取り付けない 

• 指を挟まない 

® 局温注意 

• ラックが不安定な状態でデバイスをラックから引き出さない 

• 複数台のデバイスをラックから引き出した状態にしない 



1. 162ぺージを参照して準備をする。 



セツトスクリユー 
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ラックへ戻す場合は、本体側面のレールにあるリリースレパーを押して、ラッチされた状態 
を解除してください。このときに指を挟んだりしないよう十分に注意してください。 
























ップカバー 


内蔵デパイスの取り付け/取り外しや内部のケープル接続を変更するときはトップカパーを 
取り外します。 


取り外し 

1. 162ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラ'ソクがら弓Iき出す （164 ページ参 

照)。 

3. トップカバーにあるロックボタンを押し 
ながら装置背面へスライドさせる。 

4. トップカバーを持ち上げて本体から取り 
外す。 



取り付け 


トップカパーを取り付けるときは、トップカパー 
のタブが本体フレームに確実に差し込まれている 
ことを確認してください。 



トップカパーを本体前面に向かってスライドさせま 
す。「カチッ」と音がしてトップカパーがロックされ 
ます。このときにリリースポタンの状態を確認して 
ください。確実にロックされるとリリースボタンが 
上に上がった状態になります。下に押された状態(く 
ぼんだ状態)の時はトップカパーをもろ一度本体前面 
に向けてスライドさせてください。それでも□ック 
されない場合は、いったんトップカパーを取り外し 
てから、もう一度取り付け直してください。 
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DIMM 


DIMM (Dual Inline Memory Module ) は、マザーボード上の DIMM ソケットに取り付けま 
す0 


■一 

IW1 


メモリは最大 1GB まで増設できます（標準装備の DIMM も交換が必要）。出荷時には、 DIMM 
#1A と 1B に 128MB の D 旧 M を搭載しています。 


M-O • DIMM は大変静電気に弱い電子部品です。装置の金属フレーム部分などに触れて身体の 
ipi 静電気を逃がしてからボードを取り扱ってください。また、ポードの端子部分や部品を 

素手で触ったり、ポードを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関する説 
明は161ページで詳しく説明しています。 

• NEC で指定していない DIMM を使用しないでくださし、。サードパーティの DIMM などを 
取り付けると、 DIMM だけでなく本体が故障するおそれがあります。また、これらの製 
品が原因となった故障や破損についての修理は保証期間中でも有料となります。 


DIMM の増設順序 

DIMM は、 DIMM 番号の小さい順に2枚単位で増設します。 


Bank#3 


Bank#2 


Bank#1 



前面側 


P-O インタリーブ装置であるため、 Bank 単位”に2枚の DIMM を増設してください。1つの 
Bank 内に異なる仕様での DIMM を実装すると正常に動作しません。 

巳 ank 単位とはイラストで示す# 1 A と# IB 、#2 A と# 2 B 、#3 A と# 3 B でそれぞれ1単 
位です(記号はマザーポード上にも印刷されています)。 

* 2 DIMM の仕様は、 DIMM に貼ってあるラベルに下記の内容で表示されています。 

(例） 266 MHz • 巳 ufferred •128 M 巳•□ウアドレス12ビット • カラムアドレス 
10ビット • Single side の場合 

266 / 巳 / 128 / R 12 CIO S 

I I 

Single side 

カラムアドレス10ビット 
容量 □ウアドレス12ビット 
周波数 Bufferred 
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取り付け 


次の手順に従って DIMM を取り付けます。 


本装置では、 Low - profile (ロープ□ファイル： DIMM ポードの高さが 30 mm ( l .2 インチ) 
以下)タイプの DIMM のみをサボートしています。それ以外(それ以上高い) DIMM はサボー 
卜していません。 


1. 162ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出す （164 ページ参照)。 

3. トップカパーを取り外す （ 165ページ参照)。 

4. D 旧 M を取り付けるソケットに取り付け 
られている DIMM カパーを取り外す。 

ソケット両側のレバーを広げると、力 
パーがソケットから外れます。 


IB1 


取り外した DIMM カバーは、大切に保 
管しておいてください。 


5. DIMM をソケットにまっすぐ押し込む。 


I チェック] 


► DIMM の向きに注意してください。 
DIMM の端子側には誤挿入を防止す 
るための切り欠きがあります。 

► ソケットへ押す込むときは過度の 
力を加えないでください。ソケッ 
卜や端子部分を破損するおそれが 
あります。 

DIMM が DIMM ソケットに差し込まれる 
とレバーが自動的に閉じます。 


6. 手順1〜3で取り外した部品を取り付け 
る 0 




電源を〇 N にして、 SETUP を起動して 「 Advanced 」一「 MemoryConfiguration 」 の順でメニューを 
選択し、増設した DIMM のステータス表示が 「 Installed 」 になっていることを確認する （195 ぺージ 
参照)。 
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取り外し 


次の手順に従って DIMM を取り外します。 

M -0 • 故障した DIMM を取り外す場合は、 POST や ESMPR 〇で表示されるエラーメッセージを 

確認して、取り付けている DIMM ソケットを確認してください。 

• DIMM は最低2枚1組搭載されていないと動作しません。 

1. 162ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出す （164 ページ参照)。 

3. トップカパーを取リ外す （ 165ページ参照)。 

4. 取り外す DIMM のソケットの両側にある 
レパーを左右にひろげる。 

ロックが解除され DIMM を取り外せま 
す。 

5. 手順3で取り外した部品を取り付ける。 

6. 本体の電源を ON にして SETUP を起動して 「 Advanced J—「Memory Configuration 」一 「Memory 
Retest 」 を 「 Enabled 」 に設定し、取り外した DIMM のエラー情報をクリアする （195 ページ参照)〇 








プロセッサ ( CPU ) 


標準装備の CPU ( Intel ® Xeon TM Processor ） に加えて、もう 1 つ CPU を増設し、マルチプロ 
セッサシステムで運用することができます。 

n-O • cpu は大変静電気に弱い電子部品です。装置の金属フレーム部分などに触れて身体の 
静電気を逃がしてからポードを取り扱ってください。また、 CPU の端子部分や部品を 
素手で触ったり、 CPU を直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関する説 
明は161ページで詳しく説明しています。 

• 取り付け後の確認ができるまではシステムへの運用は控えてください。 

• NEC で指定していない CPU を使用しないでください。サードパーテイの CPU などを取 
り付けると、 CPU だけでなく本体が故障するおそれがあります。また、これらの製品 
が原因となった故障や破損についての修理は保証期間中でも有料となります。 
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取り付け 


次の手順に従って CPU を取り付けます。 


1. 162ページを参照して準備をする。 


2. 本体をラ'ソウから引き出す（164ページ参照)。 

3. 卜'ソプカパーを取り外す （165 ページ参照)。 


4. プロセッサダクトを持ち上げて取り外 
す。 

フロント USB ケープルがダクトの周り 
を沿ろように配線されています。取り 
付けの際に正し<配線できるよラに 
ケープルのルートやケープルの固定位 
置を確認しておいてください。 

5. CPU ソケ、ソトの位置を確認する。 
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7. CPU をソケットの上にていねいにゆつく 
りと置く。 


I チェック I 


CPU の向きに注意してください 。 CPU 
とソケットは誤挿入を防止するために 
CPU とソケットにはピンマークがあり 
ます。 CPU とソケット側のピンマーク 
を確認して正しく取り付けてくださ 
い。 



8. CPU を軽くソケットに押しつけてがらレ 
パーを倒して固定する。 



9. ヒートシンクを CPU の上に置く。 
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10. ヒートシンククリップでヒートシンクを 
固定する。 

ヒートシンククリップの一方のクリップ 
をリテンシヨンのタブに引つかけます。 
次に、クリップを押さえながら、リテン 
シヨンの側面中央にあるタブにクリップ 
を引っかけます。 

最後に、もう一方のヒートシンククリツ 
プをリテンションのタブに引っかけま 
す。 


11 . ヒートシンクがマザーボードと水平に取り付けられていることを確認する。 

irOBE 

• 斜めに傾いているときは、し、ったんヒートシンクを取り外してから、もう一度取り付け直し 
てください。 

水平に取り付けられない原因には次のことが考えられます。 

一 CPU が正しく取り付けられていない。 

ーヒートシンククリップを正しく引っかけていない。 

• 固定されたヒートシンクを持って動かさないでください。 

12. プロセッサダクトを取り付ける。 

本体前面から見て、右側3つのファンを覆うようにして置いて、まっすぐに本体へ押しつけると 
取り付けられます。 

13. 取り外した部品を取り付ける。 

14. 「 Main 」 メニューの 「Processor Settings 」一 「Processor Retest 」 を 「 Enabled 」 にする 0 
八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは190ページをご覧ください。 
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取り外し 

CPU を取り外すときは、「取り付け」の手順1〜4を参照して取り外しの準備をした後、手順 
10〜6の逆の手順を行ってください。ヒートシンクはヒートシンククリップをマイナスドラ 
イパ、または増設 CPU に添付の取り外し工具を使って取り外した後、ヒートシンクを水平に 
少しずらすようにして動かしてから取り外してください（この後の「重要」の3項目を参照して 
ください)。 


<増設 CPU に添付の取り外し工具を使った取り外し例> 



11-0 • cpu の故障以外で取り外さないでください。 

• CPU #2に CPU を取り付けていない場合は、ダストカバーを取り付けておいてくださ 
い0 

• 運用後は熱によってヒートシンクの底にあるクールシートが CPU に粘着している場合 
があります。ヒートシンクを取り外す際は、左右に軽く回して、ヒートシンクが CPU 
から離れたことを確認してから行ってください。 CPU に粘着したままヒートシンクを 
取り外すと CPU やソヶットを破損するおそれがあります。 

CPU を取り外した後、 SETUP を起動して 「Main」一「Processor Settings」一「Processor 
Retest」 の順でメニューを選択し、取り外した CPU の エラー 情報をクリアしてください（190 
ページ参照)。 

また、交換した場合は、加えて 「Main」一「Processor Settings」 の順でメニューを選択し、 
増設した CPU の D および L2 Cache Size が正常になっていることを確認してください（190 
ページ参照)。 
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PCI ポー 


本体には、 PCI ボードを取り付けることのできる「ライザーカード (2 種類)」をマザーボード上 
に搭載しています。ライザーカードには PCI ボードを各3枚ずつ取り付けることができます 
(標準装備のディスクアレイコントローラを含めて合計で6枚の PCI ボードを搭載可能)。 
それぞれのライザーカードにある PCI ボードス□ットにネットワーク拡張用やファイルデパ 
イス機能拡張用の PCI ボードを接続します。 


ir-O • pci ポードおよびライザーカードは大変静電気に弱い電子部品です。本体の金属フレー 
BTOI ム部分などに触れて身体の静電気を逃がしてから PCI ポードを取り扱ってください。ま 

た、 PCI ポードおよびライザーカードの端子 g |5 分や部品を素手で触ったり、 PCI ポード 
およびライザーカードを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関する説明 
は161ページで詳しく説明しています。 

• 取り付けることができる PCI ポードの組み合わせには制限事項があります。詳細はお買 
い求めの販売店または保守サービス会社までお問い合わせください。 

• Low - profile (□—プ□ファイル)タイプと Full - height (フルハイト)タイプの PCI ポード 
で接続できるライザーカードが異なります。ボードの仕様を確認してから取り付けてく 
ださい。 


■I： PCI ボードによっては、オンボード上の拡張 ROM を利用するものもあります。ボードに添 

付の説明書を参照し、拡張 ROM の展開が必要であるかどうかを確認してください。設定 
は、 BIOS セットアップユーティリティ 「SETUP」 を使います。詳しくは、192ページを参照 
してください0 
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注意事項 

取り付けや取り外しの際には次の点について注意してください。 

• ライザ_力_ドの端子部や電子部品のリード線には直接手を触れないよう注意してくだ 
さい。手の油や汚れが付着し、接続不良を起こしたり、リード線の破損による誤動作の 
原因となります。 

• ライザーカードによって接続できる PCI ボードのタイプが異なります。ポードの仕様を確 
認してから取り付けてください。 

• 標準装備のディスクアレイコントローラを取り付けたス□ットより下のスロットにポー 
ドを取り付けている場合は、ディスクアレイコント□—ラボード上の LED コネウタとマ 
ザーボード上の DAC LED コネクタを本体に添付の LED 中継ケープルで接続することはで 
きません(ディスクアレイコントローラに接続されたハードディスウのアクセス状態を本 
体前面のディスクアクセスランプに表示させることができません)。 

• 本装置の起動時の PCI パススロットのサーチ順位は次のとおりです。 

3巳— 2B— 1 B->3C—2C— 1 C 

• OS やディスウアレイ BIOS ユーティリティなどで同種の PCI デパイス（オンポードの PCI デ 
パイスも含む)の認識順序が上記のサーチ順と異なる場合があります。次の表の PCI パス 
番号やデパイス番号、機能番号を参照して PCI デパイスのス□ット位置を確認してくださ 
い。 


PCI デバイス 

PCI バス番号 

デバイス番号 

機能番号 

オンボード NIC 1 

3 

7 

0 

オンボード NIC 2 

3 

7 

1 

スロット 1 B 

3 

8 

X 

スロット 2 B 

3 

9 

X 

スロット 3 B 

3 

10 

X 

オンボード SCSI Ch.A (外部用） 

4* 

7 

0 

オンボード SCSI Ch.B (内部用） 

4* 

7 

1 

スロット 1 C 

4* 

8 

X 

スロット 2 C 

4* 

9 

X 

スロット 3 C 

4* 

10 

X 


* スロット 1 B 、2 B 、3 B に取り付けられたボードによってパス番号が5以上に 


なる場合があります。 


• ブートしない LAN デパイスのオプション ROM は BIOS セットアップユーティリティで 
「Disabled」 に設定してください。 

• スロット 3 B に LAN デパイスを増設した場合、 LAN ポートに接続したコネウタを抜くとき 
は、コネクタのツメが手では押しにくくなっているため、マイナスドライパなどを使用 
してツメを押して抜いてください。その際に、マイナスドライパなどが LAN ポートやそ 
の他のポートを破損しないよう十分に注意してください。 
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• ブート可能な PCI カードを増設すると、ブートの優先順位が変更されることがあります。 
増設後に BIOS セットアップユーティリティの 「Boot」 の 「Boot Device Priority」 サブメ 
ニューで設定し直して<ださい。 

參同じ PCI ライザーカード上にあるスロット（1C、 2C、3C または IB, 2B、3B) のうち、 
いずれかのスロットに 33MHz でのみ動作するオプションを取り付けた場合、その PCI ラ 
イザーカードの他のス□ットに取り付けたオプションも 33MHz で動作します。 


サボートしているポードと搭載可能ス□ット 





スロット 





64- bit /100 MHZ /3.3 V 

64 toit /100 MHz /3.3 V 





PCI 1 C 

PCI 2 C 

PCI 3 C 

PCI 巳 

PCI 2 巳 

PCI 3 B 


型名 


ス□ツト 
サイズ 

Low-profile 

Full-height 

制限事項 


製品名 

PCI ポー ド 
タイプ* 

3.3 V 

3.3 V 




搭載可能な 
ポー ドサイズ 

MD 2 

フル/シヨ- 

-卜 


N 8104 -84 

1000 BASE-SX 接続ボード 

O 

- 

一 

— 

— 

— 

最大 1 枚搭載可能。 

N 8104 -104 

1000 BASE-T 接続ボード 

— 

— 

一 

〇 

— 

- 

最大 1 枚搭載可能。 

N 8104 -88 

100BASE-TX 接続ボード 

— 

— 

- 

〇 

〇 

— 

最大 2 枚搭載可能、 

PCI 2C—1C の順に搭載 

N8 104-86 

100BASE-TX 接続ボード 

〇 

〇 

〇 

— 

— 


PCI 3B—2B->1B の順に搭載 


〇搭載可能一搭載不可 


* ボードの奥行きサイズ。 

Full-height の場合： 173.1 mm まで (シヨー トサイズ)、 312mm まで(フルサイズ) 
Low-profile の場合： 1 19.9mm まで (MD1) 、 167.6mm まで (MD2) 


取り付け 


次の手順に従ってライザーカードに pci ボードを取り付けます。 

p-O • それぞれのライザーカードがサボートするボードタイプ（ロープ□ファイルかフルハイ 
トタイプ）と取り付ける pci ボードのタイプを確認してください。 

參 pci ボードを取り付けるときは、ボードの接続部の形状とライザーカードにあるコネク 
夕の形状が合っていることを確認してください。 

1. 162ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出す （164 ページ参照)。 

3. トップカバーを取り外す （ 165ページ参照)。 
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4. ライザーカードのまつすぐ持ち上げて装置がら取り外す。 



□—プ□ファイルタイプ 



5. リテーナクリップのロックを解除して開く。 


リテーナクリップ 


リテーナクリツプ 



□—プ□ファイルタイプ 



6. 増設スロットカパーを取り外す。 


I チェック I 


取り外した増設ス□ットカバーは、大 
切に保管しておいてください。 
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7. ライザーカードに PCI ボードを取り付ける。 

ライザーカードのス□ット部分と PCI ボードの端子部分を合わせて、確実に差し込みます。 


エンボス 


PCI ボードプラケット 

PCI ボードプラケット の切り欠き部分 



□—プ□ファイルタイプ 


フルハイトタイプ 


p-Oi^ 

• ライザーカードや pci ポードの端子部分には触れないでください。汚れや油が付いた状態で 
取り付けると誤動作の原因となります。 

• うまくポードを取り付けられないときは、ポードをいったん取り外してから取り付け直して 
ください。ポードに過度の力を加えると PCI ポードやライザーカードを破損するおそれがあ 
りますので注意してください。 


I チェック I 

• PCI ボードプラケツトの切り欠き部分がエンボスによって位置決めされていることを確認し 
てください(他のボードのブラケツトや増設ス□ツトカパーも含む)。 

• PCI ボードブラケツトの先端がライザーカードの固定ス□ツトに差し込まれていることを確 
認してください。 

• フルハイトの PCI ボードの場合、 PCI ボードプラケットと反対側のボードのエッジがライ 
ザーカードのロッキングタブで固定されいることを確認してください。 
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8. リテーナクリップを閉じてロックする。 

リテーナクリップ 



リテーナクリップ 



フルハイトタイプ 


9. フイザ_力_ドをマザ_ボ_ドのス□ットに接続する。 

ライザーカードの端子部分とマザーボード上のス□ット部分を合わせて、確実に差し込みます。 


I チェック] 


フルハイトタイプのライザーカードを取り付ける前に電源ユニットの先端にある仕切り版の 
取り付け位置を確認してください。 


ネジ部で位置決めされ 



差し込む際にライザーカードのフレーム部にある、筐体と固定するためのツメが筐体背面の 
穴に正しく勘合していることを確認してください。差し込んだ後、ライザーカードの端子部 
分が完全に見えなくなるまで指で押して確実に接続させます。 

システム内部のケープルがライザーカードに挟まれていないことを確認してください。 
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□—プ□ファイルタイプ 


ちょつがいの位置がプ 

レート内側にあることケープルを挟ん 



10. 差し込んだ後、指で押して確実に接続させる。 




11 . 取り外した部品を取り付ける。 

12. 本体の電源を〇 N にして BIOS セットアップユーティリティを起動して 「 Advanced 」 メニューの 
「Reset Config Data 」 を 「 Yes 」 にする 0 

ハードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは191ページをご覧ください。 

13. 取り付けたボードに搭載されている BIOS コンフィグレーションユーティリティを起動してボード 
のセットアップをする。 

ユーティリティの有無や起動方法、操作方法はボードによって異なります。詳しくはボードに添 
付の説明書を参照してください。また、起動可能なデパイスが接続された PCI ボード(ディスクア 
レイコントローラや LAN ボードなど)を増設した場合、プート優先順位がデフォルトに変更される 
ことがあります。 BIOS セットアップユーティリティの 「 Boot 」 の 「Boot Device Priority 」 を設定し 
直してください(203ページ参照)。 




























取り外し 

ポードの取り外しは、取り付けの逆の手順を行ってください。また、取り外し樹こ BIOS セッ 
トアップユーティリティの 「 Boot 」 の 「Boot Device 卩「1〇「か」でブート優先順位を設定し直し 
てください (203 ページ参照)。 
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システム BIOS コンフィグレーション 


Basic Input Output System ( BIOS ) の設定方法について説明します。 

本製品を導入したときやオプションの増設/取り外しをするときはここで説 a 月する内容をよく理解して、正 
しく設定してください。 

SETUP は本体の基本ハードウエアの設定を行うための ユー ティリティツールです。この ユー ティリティは 
本体内のフラッシュメモリに標準でインストールされているため、専用のユーティリティなどがなくても 
実行できます。 

SETUP で設定される内容は、出荷時に本体にとって最も標準で最適な状態に設定していますのでほとんど 
の場合において SETUP を使用する必要はありませんが、この後に説明するような場合など必要に応じて使 
用してください。 

H-O • SETUP の操作は、システム管理者（アドミニストレータ）が行ってください。 

• ここでは特に説明していない項目（メニュー)があります。これらの項目は、出荷時の設 
定以外の値(パラメータ）に変更しないでください。これらの項目の値を変更すると、装 
置の動作の保証ができなくなるばかりでなく、装置が故障するおそれがあります。 

• 0 S (オペレーティングシステム）をインストールする前にパスワードを設定しないでく 
ださい。 

參本体には、最新のパージヨンの SETUP ユーティリティがインス!-ールされています。 
このため設定画面が本書で説明している内容と異なる場合があります。設定項目につい 
ては、オンラインヘルプを参照するか、保守サービス会社に問い合わせてください。 

• リモートコンソールから SETUP を起動し設定変更を行う場合は、この後で説明してい 
る「パラメータと説明」の内容をよくお読みください。設定項目によっては、リモートコ 
ンソールに対応していない機能があり、誤って設定を変更してしまうと装置の動作が保 
証できなくなります。 

• SETUP を起動した時には Exit メニューまたはく Esc >、 く F 1 0>キーで必ず終了してく 
ださい。 SETUP を起動した状態でパワーオフ、リセットを行った場合には SETUP の 
設定が正しく更新されないことがあります。 



次の手順に従って SETUP を起動します。 

起動は MWA を使って本装置に接続されたリモートコンソールから行います。 

1. 本装置の電源を ON にする。 

リモートコンソールの画面に POST の実行画面が表示されます。 

しばらくすると次のメッセージが画面下に表示されます。 

Press <F2> to enter SETUP 

2. <F2> キーを押す。 

SETUP が起動して Main メニューを表示します。 
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キーと画面の説明 


キーボード上の次のキーを使って SETUP を操作します(キーの機能については、画面下にも 
表示されています）。 

現在表示しているメニューを示す 

I BIOS Setup Utility 



オンラインヘルプ 
ウインドウ 


_キーの 機能説明 


自動的にコンフイグレーシヨンされたものや検出さ 
れたもの、情報の表示のみやパスワードの設定によ 
り変更が許可されていない項目はグレーアウトされ 
た表示になります。 


力ーソルキ ー （丨、|) 

力ーソルキ ー (―、 —） 
<_> キ ー /< + > キー 

< Enter > キー 
< Esc > キー 
< F 9> キー 

く F 10> キー 


画面に表示されている項目を選択します。文字の表示が反転している項目が現在選択さ 
れています。 

Main や Advanced 、 Security 、 Server 、 Boot 、 Exit などのメニューを選択します。 
選択している項目の値(パラメータ）を変更します。サブメニュー(項目の前に「►」がつ 
いているもの）を選択している場合、このキーは無効です。 

選択したパラメータの決定を行うときに押します。 

ひとつ前の画面に戻ります。また値を保存せずに SETUP を終了します。 

現在表示している項目のパラメータをデフォルトのパラメータに戻します(出荷時の設定 
と異なる場合があります)。 

SETUP の設定内容を保存し、 SETUP を終了します。 
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設定例 


次にソフトウェアと連係した機能や、システムとして運用するときに必要となる機能の設 
定例を示します。 


日付 • 時刻関連 


「MairtHrSystem Time」、「System Date」 


胸 顯 ma 

「 ESMPRO 」 が持つ温度監視機能と連携させる 

fSe「ve「」->r 丁 emperature SensorJ-^rEnabled」 


「 ESMPRO / ServerManager 」 を使ってネットワーク経由での電源を制御する 


「Advanced」-*TAdvanced Chipset Control」—「Wake On Lan/PME PCI-XB」— 
rEnabled」 


UPS 関連 


UPS と電源連動させる 

- UPS から電源が供給されたら常に電源を ON させる 
「Se「ver」—「AC Link」—「Power OnJ 

- POWER スイッチを使って〇 FF にしたときは、 UPS から電源が供給されても電源を〇 FF 
のままにする 

rServerJ-^rAC Link」—「Last State」 

- UPS から電源が供給されても電源を OFF のままにする 
「Se「ve「」—「AC LinkJ-^fStayOffJ 


起動関連 


に接続している起動デバイスの順番を変える 

「Boot」-> 起動順序を設定する 

POST の実行内容を表示する 


r/\dvanced」—r 巳00 1 - 丁 ime Diagnostic screenJ-^rEnabled」 

「NEC」 □ゴの表示中にく Esc〉 キーを押しても表示させることができます。 


リモートウェイクアツプ機能を利用する 

モデムから： 「Advanced」—「Advanced Chipset Control」—「Wake on Ring」 

—fEnabled」 

LAN から： rAdvancedJ-^rAdvanced Chipset Control」—「Wake on LAN/ 

PME PCI-XB」—「Enabled」 


PCI デバイスから： rAdvancedJ->rAdvanced Chipset ControlJ->rWake on PME 

PCI-XC」• rWake on LAN/PME PCI-XB」—「Enat)led」 


RTC のアラームから： rAdvancedJ-^rAdvanced Chipset Control」—「Wake on RTC 
Alarm」—「Enabled」 
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HW コンソールから制御する 

fServer」— 「 Console Redirection」— それぞれの設定をする 


メモリ関連 


メモリ縮退機能 

「Advanced」—「Memory Configu「ation」一*f Extended Memory Test」—「Every-LocationJ 

搭載しているメモリ （ DIMM ) の状態を確認する 

「Advanced」—「Memory ConfigurationJ—rBank #n」— 表示を確認する （n: 1〜 3) 

画面に表示されている DIMM グループ (Bank) とマザーボード上のソケットの位置は下図のよ 
うに対応しています。 


Bank #3 (DIMM 3A) 
Bank #3 (DIMM 3 巳 ) 
Bank #2 (DIMM 1 A) 
Bank #2(DIMM IB) _ 
Bank #1(DIMM 1 A) 
Bank #1(DIMM IB)* 



Processor 2 


Processor 1 


背面側 


前面側 


マザーボード 


メモリ （ DIMM ) のエラー情報をクリアする 

「Advanced」—「Memory Configuration」—「Memory Retest」—「Enabled」— リブートする 
とクリアされる 
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CPU 関連 


搭載している CPU の状態を確認する 

「MainJ—rProcessor Settings」- ►表示を確認する 

画面に表示されている CPU 番号とマザーポード上のソケットの位置は前ページの図のように 
対応しています。 

CPU のエラー情報をクリアする 

「Main」—「Processor SettingsJ—rProcessor Retest」-»「Enabled」— リブートすると 
クリアされる 


キーボード関連 


Numlock を設定する 

f AdvancedJ-^fNumlockJ 



巳 IOS レベルでのパスワードを設定する 

「Security」—「Set Administrative Password」- ►パスワードを入力する 

管理者パスワード (Administrator) 、ユーザーパスワード （User) の順に設定します。 

POWER スイッチマスク機能を有効/無効にする 

「Security」 一 「Power Switch Inhibit」 一 「Enabled」 （有交力） 

「Security」—「Power Switch Inhibit」—「Disabled」 (無効） 

I H -0 POWER スイッチをマスクすると POWER スイッチによる ON / OFF 操作に加え、「強制電源 

mm off 」 も機能しなくなります。 

セキュアモードを設定する 

「Security」—「Set User Password」— パスワードを入力する 
fSecurity」— 「 Secure Mode」— それぞれを設定する 


外付けデパイス関連 


I / O ポートに対する設定をする 

「Advanced」—「Peripheral Configuration」- ►それぞれの I/O ポートに対して設定をする 
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内蔵デバイス関連 


内蔵の PCI デバイスに対する設定をする 

「 Advanced」-»fPCI Configuration 」- ►それぞれのデパイスに対して設定をする 

ディスクアレイコントローラポードを取り付ける 

「 Advanced」-»fPCI Configuration」—「PCI Slot nx ROM 」 — 「 Enabled 」 
n: ス□ツト番号 

x: C— ロープ□ファイルタイプのライザーカード側 
x: B— フルレングス/フルハイトタイプのライザーカード側 

八ードウエアの構成情報をクリアする（内蔵デパイスの取り付け/取り外しの後) 

「 Advanced」-*fReset Config Data 」 — 「 Yes 」 


設定内容のセーブ関連 


巳 IOS の設定内容を保存する 

厂 Exit 」 一 「Exit Saving Changes 」 

変更した BIOS の設定を破棄する 

厂 Exit 」 一 「Exit Discarding Changes 」 ま r こは 「Discard Changes 」 

巳 IOS の設定をデフォルトの設定に戻す（出荷時の設定とは異なる場合があります) 

「 Exit 」一 ►「Load Setup Defaults 」 

現在の設定をユーザー定義の設定として保存する 

「ヒ xit 」 一 「Save Custom Defaults 」 

ユーザー定義の設定を□ー ドする 

f ヒ xit 」 一 ►「Load Custom Defaults 」 


システムの拡張とコンフイグレ—シヨン 
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パラメータと 説明 


SETUP には大きく 6 種類のメニューがあります。 

• Main メニュー 

• Advanced メ ニュー 

• Security メニュー 
拳 Server メニュー 

• Boot メニュー 

• Exit メ ニュー 


このメニューの中からサブメニューを選択することによって、さらに詳細な機能の設定がで 
きます。次に画面に表示されるメニュー別に設定できる機能やパラメータ、出荷時の設定を 
説明をします。 

Main 

SETUP を起動すると、まずはじめに Main メニューが表示されます。項目の前に「►」がつい 
ているメニューは、選択して <Enter> キーを押すとサブメニューが表示されます。 



Main メニューの画面上で設定できる項目とその機能を示します。 
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項目 

パラメータ 

説 明 

System Time 

HH:MM:SS 

時刻の設定をします。 

System Date 

MM/DD/YYYY 

日付の設定をします。 

Floppy A 

Not Installed 
[1.44.1.25 MB/ 

1.2 MB 3V 2 "] 
2.88MB 3V2" 

フ□ッピーディスクドライプ A ( 標準装備)の 
設定をします。 

Hard Disk Pre-Delay 

[Disabled] 

3 seconds 

6 seconds 

9 seconds 

12 seconds 

15 seconds 

21 seconds 

30 seconds 

POST 中に初めて DE デパイスへアクセスす 
る時に設定された時間だけ待ち合わせを行い 
ます。 

Primary IDE Master/ 

Primary IDE Slave/ 
Secondary IDE Master 


それぞれのチヤネルに接続されているデパイ 
スの情報をサブメニューで表示します。 

一部設定を変更できる項目がありますが、 

出荷時の設定のままにしておいてください。 

Processor Settings 

— 

プロセッサ (CPU) に関する情報や設定をする 
画面を表示します。 

Language 

[English(US)] 

Espanol(SP) 

Deutsch(DE) 

Italiano(IT) 

Francais(FR) 

SETUP で表示する言語を選択します。 


[]: 出荷時の設定 


システムの拡張とコンフイグレ—シヨン 


189 













Processor Settings 

Main メニューで 「Processor Settings 」 を選択すると、以下の画面が表示されます。 



BIOS Setup Utility 


Processor Settings 

Processor POST Speed Setting: xjcx GHz 


Hy| 


ocessor Retest: 
^per-Threading(TM): 


[Disabled] 

[Enabled] 


Processor 1CPU ID: 
Processor 1L2 Cache: 
Processor 2CPU ID: 
Processor 2 L2 Cache: 


512KB ECC 
OF xx 

512KB ECC 


If Enabled ", BIOS 
will activate and 
retest all processors 
on the next system 
boot. 

This option will be 
automatically reset 
to 'Disable" on 
the next system boot. 
Default = [Disabled] 






Setup Defaults 
Save and Exit 


ESC Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Processor POST Speed 
Setting 

— 

POST 時に測定されたプ□セッサのクロック 
スピードを表示します ( 表示のみ)。 

Processor Retest 

[Disabled] 

Enabled 

プロセッサの エラー 情報をクリアし、次回起 
動時にすべてのプロセッサに対してテストを 
行います。このオプションは次回起動時に自 
動的に 「 Disabled 」 に切リ替わります。 

Hyper-Threading (TM) 

Disabled 

[Enabled] 

プ□セツサの Hyper-Threading 

T echnology™ の有効 / 無効を設定します。 

Processor 1 CPU ID 

数値 (OFxx) 
Disabled 

Not Installed 

数値の場合はプロセッサ 1 の ID を示します。 
「 Disabled 」 はプロセッサの故障 、 「Not 
Installed 」 は取り付けられていないことを示 
します ( 表示のみ)。 

Processor 1 L2 Cache 

— 

プロセッサ 1 のキャッシュサイズを表示しま 
す ( 表示のみ)。 

Processor 2 CPU ID 

数値 (OFxx) 
Disabled 

Not Installed 

数値の場合はプロセッサ 2 の ID を示します。 
「 Disabled 」 はプロセッサの故障 、 「Not 
Installed 」 は取リ付けられていないことを示 
します ( 表示のみ)。 

Processor 2 L2 Cache 

— 

プロセッサ 2 のキャッシュサイズを表示しま 
す。 


]： 出荷時の設定 



















Advanced 

力ーソルを「 Advanced 」 の位置に移動させると、 Advanced メニューが表示されます。 

項目の前に「 ► 」がついているメニューは、選択して <Ente 「> キーを押すとサブメニューが表 
示されます。 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Boot-time Diagnostic 

Screen 

[Disabled] 

Enabled 

「 Enabled 」 に設定すると， POST の内容を 
画面に表示します。 「 Disabled 」 に設定すると 
NEC ロゴで POST の表示を隠します。 
Console Redirection 中は 「 Disabled 」 に設定 
できません。 

Reset Conrig Data 

[No] 

Yes 

Configuration Data (POST で記憶している 
システム情報）をクリアするときは 「 Yes 」 に 
設定します。装置の起動後にこのパラメータ 
は 「 No 」 に切り替わります。 

Numlock 

[Off] 

On 

システム起動時に Numlock の有効/無効を設 
定します。 


[]： 出荷時の設定 


H -〇 Reset Config Data を 「 Yes 」 に設定すると、ブートデバイスの情報もクリアされます。 

Reset Config Data を 「 Yes 」 に設定する前に、必ず設定されているブートデバイスの順 
番を記録し 、 Exit Saving Changes で再起動後、 BIOS セットアップメニューを起動し 
て、ブートデバイスの順番を設定し直してください。 
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PCI Configuration 


Advanced メニューで 「PCI Configuration 」 を選択すると、以下の画面が表示されます。そ 
れぞれを選択するとサブメニューが表示されます。 


BIOS Setup Utility 

露 ;.:::: Advanced 


PCI Configuration 




►Onboard NIC 1 




►Onboard NIC 2 




►Onboard SCSI 




黪 Onboard Video 




PCI SLOT IB ROM: 

[Enabled] 



PCI SLOT 2B ROM: 

[Enabled] 



PCI SLOT 3B ROM: 

[Enabled] 



PCI SLOT 1C ROM: 

[Enabled] 



PCI SLOT 2C ROM: 

[Enabled] 

< — > 

Select Menu 

PCI SLOT 3C ROM: 

[Enabled] 

T 丄 

Select Item 



Tab 

Select Item 



Enter 

Select Sub-Menu 



F9 

Setup Defaults 



FID 

Save and Exit 



ESC 

Exit 


項目 

パラメータ 

説 明 

PCI Slot nB ROM* 

(n はスロツト番号） 

[Enabled] 

Disabled 

フルハイトタイプのライザーカードに接続 
している PCI ポード上のオプション ROM の展 
開を有効にするか無効にするかを設定しま 
す。 

PCI Slot nC ROM* 

(n はスロツト番号） 

[Enabled] 

Disabled 

口ープロファイルタイプのライザーカード 
に接続している PCI ボード上のオプション 
ROM の展開を有効にするか無効にするかを 
設定します。 


[]： 出荷時の設定 


* ネットワークプートをさせない LAN ボードのオプション ROM は 「 Disabled 」 に設定してください。 

取り付けたディスクアレイコント □— ラボードに〇 S がインストールされているハードディスクを接 
続する際にはそのス □ ットを 「 Enabled 」 に設定してください。 














Onboard NIC 1 /Onboard NIC 2 サブメニュ- 


項目 

パラメータ 

説 明 

Onboard NIC 

[Enabled] 

Disabled 

オンポード上の LAN コントローラの有効/無 
効を設定します。 

Onboard NIC1 ROM 

[Enabled] 

Disabled 

オンボード上の LAN コント□—ラの BIOS の 
展開の有効/無効を設定します。 

Onboard NIC2 ROM 

[Enabled] 

Disabled 

オンボード上の LAN コント□—ラ 2 の BIOS 
の展開の有効/無効を設定します。 


]： 出荷時の設定 


Onboard SCSI サブメニュ_ 


項目 

パラメータ 

説 明 

Onboard SCSI 

[Enabled] 

Disabled 

オンポード上の SCSI コントローラの有効/無 
効を設定します。 

Onboard SCSI ROM 

[Enabled] 

Disabled 

オンボード上の SCSI コント□—ラの BIOS の 
展開の有効/無効を設定します。 


]： 出荷時の設定 


Onboard Video サブメニュ- 


項目 

パラメータ 

説 明 

Onboard Video 

[Enabled] 

Disabled 

オンボード上のビデオコントローラの有効/ 
無効を設定します。 


]： 出荷時の設定 
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Peripheral Configuration 

Advanced メニューで 「Peripheral Configuration 」 を選択すると以下の画面が表示されま 
す0 


BIOS Setup Utility 

Advanced ■ 


Peripheral Configuration 


Configure serial 
port L If you use 

Serial Port 1 (DB-9) Address: 

[3F8] 

this COM port for 

Serial Port 1(DB-9) 1RQ: 

[4] 

console Redirection, 

Serial Port 2 (RJ 45) Address: 

[2F8] 

make sure I/O & IRQ 

Serial Port 2 (RJ 45) 1RQ: 

[3] 

are identical to the 

values in SERVER 

Front Panel USB: 

[Auto] 

Setup menu. 

PS/2 Mouse Support: 

[Enabled] 

< —— > Select Menu 

T i Select Item 



Enter Select Sub-Menu 

F9 Setup Defaults 

F10 Save and Exit 

ESC Exit 


項目については次の表を参照してください。 

H -0 割り込みやベース I / O アドレスが他と重複しないように注意してください。設定した値が他 
のリソースで使用されている場合は黄色の「*」が表示されます。黄色の「*」が表示されて 
し、る項目は設定し直してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Serial Port 1(DB-9) Address 

Disabled 

[3F8] 

2F8 

3E8 

2E8 

シリアルポート 1 のためのペース 1 / 〇アドレス 
を設定します。 

Serial Port 1(DB-9) IRQ 

[4] 

3 

シリアルポート 1 のための割リ込みを設定し 
ます。 

Serial Port 2 (RJ45) Address 

Disabled 

3F8 

[2F8] 

3E8 

2E8 

シリアルポート 2 のためのベース 1 /〇アドレス 
を設定します。 

Serial Port 2(RJ45)IRQ 

4 

[3] 

シリアルポート 2 のための割リ込みを設定し 
ます。 

Legacy USB Support 

Disabled 

Keyboard Only 
[Auto] 

Keyboard and Mouse 

USB を正式にサポートしていない 0S でも 

USB キ _ ボ_ドやマウスが使用できるよラに 
するかどうかを設定します。 

「 Disabled 」 に設定した場合は、 POST 、 
SETUP で USB キーボードは使用できます 
が、〇 S boot 後は〇 S によっては使用できま 
せん。 

PS/2 Mouse Support 

Disabled 

[Enabled] 

マウスの有効 / 無効を設定します。 
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Memory Configuration 

Advanced メニューで 「Memory Configuration 」 を選択すると、以下の画面が表示されます。 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Extended Memory Test 

1MB 

1KB 

Every-Location 

[Disabled] 

r1MB 」 は 1M 単位にメモリテストを行いま 
す。「 11< 巳」は 11 <単位にメモリテストを行い 
ます。 「 Every-Location 」 はすべてのメモリ 
メモリテスト中はスぺースキーのみ有効にな 
り、く F2> 、 <F4> 、 <F12>, く Esc> キーは 
無視されます。 

DIMM Bank# 1-#3 

Installed 

Disabled 

Not Installed 

メモリの現在の状態を表示します。 

「 Normal 」 はメモリが正常であることを示し 
ます。 「 Disabled 」 は故障していることを、 

「Not Installed 」 はメモリが取り付けられてい 
ないことを示します ( 表示のみ)。 

Bank #1 は DIMM ソケットの # 1A 、 #1B を、 
Bank#2 は # 2A 、 #2B 、 Bank#3 は # 3A 、 
#3B に搭載されている DIMM の状態を表しま 
す（本装置に搭載される DIMM はインター 
リープタイプのため 2 枚で 1 組として構成さ 
れています)。 

Memory Retest 

[Disabled] 

Enabled 

メモリの エラー 情報をクリアし、次回起動時 
にすベての DIMM に対してテストを行いま 
す。このオプションは次回起動後に自動的に 
「 Disabled 」 に切り替わります。 


[]： 出荷時の設定 
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Advanced Chipset Control 


Advanced メニューで 「Advanced Chipset Control 」 を選択すると、以下の画面が表示され 
ます。項目の前に「►」がついているメニューは、選択してく Enter 〉 キーを押すとサブメ 
ニューが表示されます。 


BIOS Setup Utility 

Advanced ■ ゾ ' '•: ' 


Advanced Chipset Controll 

Wake On Ring: 

[Disabled] 

Legacy Wake only 
Determines the action 
of the system when the 

Wake On LAN: 

[Disabled] 

system power is off 
and the modem is 

WakeOnPME: 

[Disabled] 

Wake On RTC Alarm: 

[Disabled] 

ringing 

< — > 

■ 

Select Menu 



t i 

Select Item 

Select Sub-Menu 



Enter 



F9 

FID 

Setup Defaults 

Save and Exit 



ESC 

Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Wake On Ring 

[Disabled] 

Enabled 

シリアルポート（モデム）を介したリモートパ 
ワーオン機能の有効 / 無効を設定します。 

Wake On LAN/PME PCI-XB 

[Disabled] 

Enabled 

標準装備のネットワークまたはフルハイト 

PCI ライザーカードに接続された PCI デパイ 
ス (PCI Power Management Enabled するイ 
ンペント）によるリモートパワーオン機能の 
有効 / 無効を設定します。 

Wake On PME PCI-XC 

[Disabled] 

Enabled 

口ープロファイル PCI ライザーカードに接続 
された PCI デパイス （PCI Power 
Management EnaWed するインペント）によ 
るリモートパワーオン機能の有効/無効を設 
定します。 

Wake On RTC Alarm 

[Disabled] 

Enabled 

リアルタイムクロックのアラーム機能を使つ 
たリモートパワーオン機能の有効/無効を設 
定します。 


]： 出荷時の設定 
















Security 

力ーソルを「 Security 」 の位置に移動させると、 Security メニューが表示されます。 

I p -〇 この項目の中で、 「Power Switch Inhibit」 以外のパラメータは変更しないでくださし、。 
誤って設定を変更してしまつた場合、装置の動作が保証できなくなります。 



各項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Power Switch Inhibit 

[Disabled] 

Enabled 

POWER スイッチの機能の有効/無効を設定 
します。 「 Enabled 」 に設定すると、 0S の起 
動後は POWER スイッチで電源を〇 FF できな 
くなります。（強制シャットダウン (POWER 
スイッチを 4 秒以上押して強制的にシャット 
ダウンさせる機能 ) も含む。） 


[]： 出荷時の設定 
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Server 

カーソルを「 Server」 の位置に移動させると、 Server メニューが表示されます。 


BIOS Setup Utility 

ご ^^ ^^^^: ^ ^ Server 隱 


卜 System Management 
卜 Console Redirection 




► Event Log Configuration 




Assert NMI onPERR: 

[Disabled] 



Assert NMI on SERR: 

[Enabled] 



FRB2 Policy: 

[Disable BSP] 



BMC IRQ: 

[IRQ 11] 



AC-Link: 

[Last State] 



Temperature Sensor: 

[Disabled] 



POST Error Pause: 

[Enabled] 



Platform Event Filtering: 

Boot Monitoring: 

Boot Monitoring Policy: 

[Enabled] 

[Disabled] 

[Disabled] 

< — > 

t 丄 

Enter 

F9 

Select Menu 

Select Item 

Select Sub-Menu 
Setup Defaults 



F10 

Save and Exit 



ESC 

Exit 


Server メニューで設定できる項目とその機能を示します。 「System Management」 と 
「Console Redirection」、「Event Log Configuration」 は選択後、く Ente「> キーを押してサ 
ブメニューを表示させてから設定します。 

各項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Assert NMI on PERR 

[Disabled] 

Enabled 

PCI PERR のサボートを設定します。 

Assert NMI on SERR 

Disabled 

[Enabled] 

PCI SERR のサボートを設定します。 

FRB-2 Policy 

[Disable BSP] 

Do not Disable BSP 
Retry 3 Times 
Disable FRB2 Timer 

「Disable BSP 」 に設定して < ださい。 

BMC IRQ 

Disabled 

IRQ 5 
[IRQ 11] 

BMC 割り込みの IRQ を設定します。 

AC-Link 

Stays Off 
[Last State] 

Power On 

AC-LINK 機能を設定します。 AC 電源が再度 
供給されたときのシステムの電源の状態を 
設定します ( 下表参照)。 

Temperature Sensor 

[Disabled] 

Enabled 

温度センサ監視機能の有効/無効を設定しま 
す。有効に設定すると、溫度の異常を検出し 
た場合に POST の終わりでいったん停止しま 
す。 


]： 出荷時の設定 
















項目 

パラメータ 

説 明 

Post Error Pause 

Disabled 

[ Enabled ] 

POST の実行中にエラーが発生した際に、 
POST の終わりで POST をいったん停止する 
かどうかを設定します。但しキーボードが接 
続されていない場合には本設定は無効にな 
り、エラーが発生しても POST の終わりで 
いったん停止はしません。 

Platform Event Filtering 

Disabled 

[ Enabled ] 

ペースボードマネージメントコント□—ラ 
( BMC ) の通報機能が有効に設定されている 
場合、その機能を無効にします。無効に設定 
されている場合は、意味を持ちません。 

Boot Monitoring 

[ Disabled ] 

5 minutes 

10 minutes 

15 minutes 

20 minutes 

25 minutes 

30 minutes 

35 minutes 

40 minutes 

45 minutes 

50 minutes 

55 minutes 

60 minutes 

起動時のプート監視の機能の有効/無効と夕 
イマ設定時間を設定します。 

この機能を使用する場合は、 ESMPR 0/ 
ServerAgent をインストールしてください。 
ESMPRO/ServerAgent をインストールして 
し、ない〇 S から起動する場合には、この機能 
を無効にしてください。 

ARCServe で Disaster Recovery Option を 
使用の場合は、 「 Disable 」 にしてください。 

Boot Monitoring Policy 

[Retry 3 times ] 
Retry Service Boot 
Always Reset 

プート監視時にタイムアウトが発生した場合 
の処理を設定します。 

[Retry 3 times ] に設定するとタイムアウト 
発生後にシステムをリセットし、〇 S プート 
を3回までリトライします。3回目にプート 
を失敗すると、サービスパーティション*か 
らプートを試みます。 [Retry Service Boot ] 

に設定するとタイムアウト発生後にシステム 
をリセットし、 OS プートを3回までリトライ 
します。その後、サービスパーティション* 
からのブートを3回試み、3回とも失敗した 
場合は、プートを停止します。 [Always 
Reset ] に設定するとタイムアウト発生後にシ 
ステムをリセットし、 OS プートのリトライ 
を繰り返します。 

* システムにサービスパーティションが存在 
しない場合は、システムパーティションが 
ら〇 S プートを無限に試みます。 


[]: 出荷時の設定 
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「AC-Link」 の設定と本装置の AC 電源が OFF になつてがら再度電源が供給されたときの動作を 
次の表に示します。 


AC 電源 OFF の前の状態 

=n» 

5X XE 

Stay Off 

Last State 

Power On 

動作中 

Off 

On 

On 

停止中 ( DC 電源も Off のとき） 

Off 

Off 

On 

強制シャツトダウン* 

Off 

Off 

On 


POWER スイッチを4秒以上押し続ける操作です。強制的に電源を〇 FF にします。 
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System Management 

Server メニユーで 「System Management」 を選択し <Enter> キーを押すと、以下の画面が表 
示されます。 


BIOS Setup Utility 



System Management 




Board Part Number: 

[FRLO] 



Board Serial Number: 

[KKC 2133000 10] 



System Part Number: 

[AA] 



System Serial Number: 

[1234567890] 



Chassis Part Number: 

[SR2200] 



Chassis Serial Number: 

[01] 



BIOS Version: 

SC B 20.86 B.01LD9 



BMC Revision: 

[xxxxxxxxxxxxxxxxx] 



HSBP Revision: 

[N/A] 





< —— > 

Select Menu 



t i 

Select Item 



Enter 

Select Sub-Menu 



F9 

Setup Defaults 



FID 

Save and Exit 



ESC 

Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Board Part Number 

— 

マザーボードの部品番号を表示します(表示 
のみ）。 

Board Serial Number 

— 

マザーボードのシリアル番号を表示します 
(表示のみ)。 

System Part Number 

— 

本体のコードを表示します(表示のみ)。 

System Serial Number 

— 

本体のシリアル番号を表示します（表示の 
み)。 

Chassis Part Number 

— 

シャーシの部品番号を表示します（表示の 
み)。 

Chassis Serial Number 

— 

シャーシのシリアル番号を表示します(表示 
のみ)。 

BIOS Version 

— 

BIOS のパージョンを表示します(表示のみ)。 

BMC Device ID 

— 

BMC(Baseboard Management Gontroller ) 

のデバイス ID を表示します(表示のみ)。 

BMC Firmware Revision 

— 

BMC(Baseboard Management Controller ) 

のレビジョンを表示します(表示のみ)。 

BMC Device Revision 

— 

BMC デバイスのレビジョンを表示します(表 
示のみ）。 

PIA Revision 

— 

PIA (Platform Information Area ) のレビジョ 
ンを表示します(表示のみ)。 

SDR Revision 

— 

SDR (Sensor Data Record ) のレビジョンを 
表示します(表示のみ)。 

HSBP Revision 

— 

HSBP ( Hot-Swap BackPlane ) ボードのレビ 
ジョンを表示します(表示のみ)。 


1：出荷時の設定 
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Console Redirection 

Server メニューで 「Console Redirection」 を選択し <Ente「> キーを押すと、以下の画面が表 
示されます。 


BIOS Setup Utility 

Server 


Console Redirection 


If enabled, BIOS uses 
the specified serial 

BIOS Redirection Port: 

[Disabled] 

port to redi rect the 

ACPI Redirection: 

[Disabled] 

console to a remote 

Baud Rate: 

[19.2K] 

ANSI terminal. 

Flow Control: 

[CTS/RTS] 

Enabling this option 

Termianl Type: 

[VTIOCH 

disables Quiet Boot. 



< — > 

t 丄 

Select Menu 

Select Item 



Enter 

Select Sub-Menu 



F9 

FID 

Setup Defaults 

Save and Exit 



ESC 

Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

BIOS Redirection Port 

[ Disabled ] 

Serial Port 1( DB -9) 
Serial Port 2( RJ 45) 

この メニューで 設定したシリアルポートから 
MWA やハイパーターミナルを使った管理端 
末からのダイレクト接続を有効にするか無効 
にするかを設定します。 

ACPI Redirection Port 

[ Disabled ] 

Serial Port 1( DB -9) 
Serial Port 2( RJ 45) 

OS 動作中に ACPI コンソールを接続するシリ 
アルポートを設定します。 

Baud Rate 

9600 

[19.2 k ] 

57.6 k 

115.2 k 

接続する HW コンソールとのインタフェース 
に使用するポーレートを設定します。 

Flow Control 

No flow control 
[ CTS / RTS ] 
XON/XOFF 
CTS / RTS+CD 

フロー制御の方法を設定します。 

Terminal Type 

[ VT 100+] 

VT - UTF 8 

PC ANSI 

HW コンソールタイプを選択します。 


[]: 出荷時の設定 
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Event Log Configuration 


Serve 「メニューで 「Event Log Configuration」 を選択しく Enter〉 キーを押すと、以下の画面 
が表示されます。 

項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Clear All Event Logs 

[ No ] 

Yes 

システムの再起動後に DMI イベントログを 
クリアします。 


]： 出荷時の設定 


Boot 

力ーソルを 「Boot」 の位置に移動させると、起動順位を設定する Boot メニューが表示されま 
す。 Boot メニューで設定できる項目とその機能を示します。 「Boot Device PriorityJt 
「Hard Drive」 、 「Removable Devices」 、 「ATAPI CDROM Drives」 は選択後、く Enter〉 キー 
を押してサブメニューを表示させてがら設定します。 

BIOS Setup Utility 


黪 Boot Devie Priority 
卜 Hard disk Drives 
卜 Removable Devices 
►ATAPI CD-ROM Drives 


Disabled, displays 
normal POST messages. 
Enabled, displays OEM 
Logo instead of POST 
messages. 

Enabling this option 
disables Serial 
Redirection. 


< —— > Select Menu 
T 丄 Sdect Item 
Enter Select Sub-Menu 
F9 Setup Defaults 
F10 Save and Exit 
ESC Exit 
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Boot Device Priority 


ブート順位を設定します。システムは起動時にこのサブメニューで設定した優先順位に従っ 
てデパイスをサーチし、起動ソフトウエアを見つけるとそのソフトウエアで起動します。 

<1 >キー/<I>キーでデパイスを選択し、<十>キ ー/<-> キーでブートの優先順位を変更で 
きます。 

胃-〇 • 保守•管理ツールを起動する場合は、 「ATAPI CD-ROM Drive」 を 「1st Boot 
Device」 に、 「Removable Devices」 を 「2nd Boot Device」 に設定してください。 

• NICl 、 NIC 2 を同ーネットワーク環境に接続した状態で PXE ブートを行うと 
Slot 0339から PXE ブートを行うため、 Slot0339 のブート順位を Slot0338 より 
上位設定してください 

• ディスクの取り付け/取り外しを行い、ディスク構成が変わった場合には 、 Boot 
Device Priority の設定は工場出荷時の設定に戻ります。再度設定をしてください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

1 st Boot Device 

ATAPI CD-ROM 

CD - ROM ドライプからの起動を試みます。 

2 nd Boot Device 

Removable Devices 

リムーパプルメディアデパイスからの起動を 
試みます。 

3 rd Boot Device 

Hard Drive 

八ードディスクからの起動を試みます。 

4 th Boot Device 

IBA 1.1.05 Slot 0339 

LAN ポート1のネットワーク上のデパイスか 
らの起動を試みます （ PXE プート）。 

5 th Boot Device 

IBA 1.1.05 Slot 0338 

LAN ポート2のネットワーク上のデパイスが 
らの起動を試みます ( PXE プート）。 


Hard Disk 

接続されているハードディスク内でのプート順位を設定します。システムは起動時にこのサ 
ブメニューで設定した優先順位に従ってハードディスウをサーチし、起動ソフトウエアを見 
つけるとそのソフトウエアで起動します。 

<t >キー/<I>キーでデパイスを選択し、<十>キ ー/<-> キーでブートの優先順位を変更で 
きます。 


項目 

説 明 

1 .Drive #1(またはドライブ名) 

「Other bootable cards 」 には、 BIOS プート機構を介したシステム 
BIOS がらの情報に含まれていないデパイスも含まれます。デパイ 
スには、ブータプルではないものや対応していないデパイスなども 
含まれているので注意して<ださい。 

2. Other bootable cards 
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Removable Devices 

システムに接続されているリムーパプルデパイスの中からブートさせるデパイスを選択しま 
す。システムは起動時にこのサブメニューで設定したデパイスをサーチし、起動ソフトウェ 
アを見つけるとそのソフトウェアで起動します。 


<t >キー/< i >キーでデバイスを選択します。 


項目 

説 明 

システムに接続されている 
デバイスをリストアップし 
ます 

リストから1つを選択します。リストには、 1.44 MB タイプが 
120 MB タイプのフロッピーディスクドライプが表示されます。 


ATAPI CDROM Drives 

システムに接続されている CD - ROM ドライブの中からブートさせるデパイスを選択します。 
システムは起動時にこのサブメニューで設定したデパイスをサーチし、起動ソフトウエアを 
見つけるとそのソフトウエアで起動します。 


<t >キー/< i >キーでデバイスを選択します。 


項目 

説 明 

システムに接続されている 
デバイスをリストアップし 
ます。 

リストから1つを選択します。リストには 、 ATAPI CD-ROM 
ドライプが表示されます。 
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Exit 

力ーソルを 「Exit」 の位置に移動させると、 Exit メニューが表示されます。 



BIOS Setup Utility 


このメニューの各オプションについて以下に説明します。 

Exit Saving Changes 

新たに選択した内容を CMOS (不揮発性メモリ）内に保存して SETUP を終わらせる時に、こ 
の項目を選択します。 Exit Saving Changes を選択すると、確認画面が表示されます。 
ここで、 「Yes」 を選ぶと新たに選択した内容を CMOS (不揮発性メモリ）内に保存して SETUP 
を終了し、自動的にシステムを再起動します。 

Exit Discarding Changes 

新たに選択した内容を CMOS (不揮発性メモリ）内に保存しないで SETUP を終わらせたい時 
に、この項目を選択します。 

「Yes」 を選択すると変更した内容を CMOS 内に保存しないで SETUP を終了し、自動的にシス 
テムを再起動します。 

Load Setup Defaults 

SETUP のすベての値をデフォルト値に戻したい時に、この項目を選択します。 Load Setup 
Defaults を選択すると、確認画面が表示されます。 

ここで、 「Yes」 を選択すると、 SETUP のすベての値をデフォルト値に戻し、 Exit メニューに 
戻ります。 「No」 を選択すると Exit メニューに戻ります。 

Load Custom Defaults 


このメニューを選択して <Ente「> キーを押すと、保存しているカスタムデフォルト値を□— 
ドします。 

Save Custom Deraults 

このメニューを選択してく Enter〉 キーを押すと、現在設定しているパラメータをカスタムデフォ 
ルト値として保存します。保存されると、 Load Custom Defaults メニューが現れます。 


Discard Changes 

CMOS に値を保存する前に今回の変更を以前の値に戻したい場合は、この項目を選択しま 
す。 Discard Changes を選択すると確認画面が表示されます。 

ここで、 「Yes」 を選ぶと新たに選択した内容が破棄されて、以前の内容に戻ります。 
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CMOS • パスワードのクリア 


本体の CMOS に保存されている内容をクリアする場合は、ここで説明する方法でクリアする 
ことができます。 

また、万一、 SETUP でパスワードを登録し、忘れてしまったときなども同様の方法でパス 
ワードをクリアすることができます。 

I m -〇 CMOS の内容をクリアすると SETUP の設定内容がすべて出荷時の設定に戻ります。 


CMOS/ パスワードのクリアはマザーボード上のコンフィグレーションジャンパスイッチを 
操作して行います。ジャンパスイッチは下図の位置にあります。 


その他のジャンノ v° の設定は変更しないでください。本体の故障や誤動作の原因となります。 


Pi 
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それぞれの内容をクリアする方法を次に示します。 



U 

■ 


② (S) 
A A 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示を 
守らないと、人が死亡する、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは 、 Mi 
ページ以降の説明をご覧ください。 

• 自分で分解 • 修理 • 改造はしない 

• リチウム電池を取り外さない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 


A0 


△注意 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示を 
守らないと、火傷やけがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。 
詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧ください。 

• 一人で持ち上げない 

• 中途半端に取り付けない 

• カバーを外したまま取り付けない 

• 指を挟まない 

® 局温注意 

• ラックが不安定な状態でデバイスをラックから引き出さない 
• 複数台のデバイスをラックから引き出した状態にしない 


1. 162ぺージを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出す （164 ぺージ参照)。 

3. トップカパーを取リ外す （ 165ページ参照)。 

4. クリアしたい機能のジャンパスイッチの設定を変更する。 



I クリップをなくさないよう注意してください。 

5. 本体を元どおりに組み立てて POWER スイッチを押す。 

POST の終了時に以下のメッセージが表示されます。 

ERROR : 

0120: NVRAM Cleard by Jumper 

Press く FI > to Resume , Press < F 2> to run SETUP 

6. < F 2> キーを押して、 BIOS SETUP ユーティリティを起動する。 

7. 「 Exit 」 メニューから 「Exit Saving Changes 」 を選択し、 「 Yes 」 を選択する。 
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8. 「Turn off power and reinstall the jumper in Normal mode position」 というメッセージか表示 
されるまで待つ。 

9. システムの電源を〇 FR こする。 

10. ジャンパスイッチの設定を元に戻した後、もう一度電源を〇 N にして BIOS SETUP ユーティリティ 
を使って設定し直す。 
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割り込みライン 


割り込みラインは、出荷時に次のように割り当てられています。オプションを増設するとき 
などに参考にしてください。 


IRQ 

周辺機器（コントローラ） 

IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

0 

システムタイマ 

12 

マウス 

1 

キーボード 

13 

数値演算プロセッサ 

2 

— 

14 

プライマリ IDE 

3 

COM2 シリアルポート 

15 

セカンダリ IDE 

4 

C 〇 M1 シリアルポート 

16 

USB 

5 

PCI 

17 

VGA 

6 

フロッピーディスク 

18 

— 

7 

PCI 

19 

USB 

8 

リアルタイムクロック 

30 

LAN1 

9 

ACPI Compliant System 

31 

LAN2 

10 

PCI 

49 

Adaptec SCSI 

11 

PCI 

50 

Adaptec SCSI 
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